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高適集の版本および高適の伝奇と辺塞詩の関係について 
高適（７００～７６５） 
中国唐代の詩人。その作品集として『高常侍集』があり、存命中から詩文集が編まれていたとされるが、
現存していない。現存の版本は宋代から清代に至るまでの様々であり、大きく分けて二種類の系統があ
る。 

高適集の版本系統 

〔十巻〕　宋刻残本（臨安書棚本）

〔十巻　宋刻本〕

十巻　清影宋抄本

〔十巻〕明抄残本

八巻　明唐十二家詩本（嘉靖前期）

二巻　明唐十二家詩本 
（嘉靖31年、1552）

二巻　明唐十二家詩本 
（万暦12年） 
楊一統編

十巻　明覆宋刻本（正徳刊本）

二巻　明唐十二家詩 
海陽汪應皐汪應學校刊

二巻　明唐十二家詩本 
（万暦年間） 
鄭能編

二巻　明唐十二家詩本 
（万暦31年） 
許自昌編

八巻　明抄本

〔十巻　宋刻本〕

十巻　明銅活字本

十巻　四部叢刊

十巻　四庫全書

分体系統 不分体系統

高適の作品集の元の形（字句や分類など）を受け継いで
いる可能性が高いのは、唐代に近い宋代の版本→宋版や
宋版の覆刻の版本を研究することで元の形に近づくこと
ができる
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